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西部構想区域地域医療構想調整会議 議事録 

 

１ 日 時 令和２年２月４日（火）20:00～21:00 

２ 場 所 香川県中讃保健福祉事務所 3 階研修室 

３ 出席者  

 【委員】 

  久米川議長、佐藤委員、石田委員、溝渕委員、岩野委員、國土委員、琢磨委員、中村委員、

森安委員、立本委員、大原委員、吉野委員、岡田委員、松浦委員、横田委員、潟中委員、

井上委員、原田委員、奥田委員、宮本委員、丸橋委員、大川委員(善通寺市保健課内田課長)、

滝口委員、井原委員、岡田委員、久保田委員、河内委員、平尾委員 

 【地域医療構想アドバイザー】 

   長尾医療政策アドバイザー 

 【事務局】 

   健康福祉部：星川医療調整監、土草健康福祉部次長 

医務国保課：尾崎課長、渡邊副課長、山崎課長補佐、二宮副主幹、佐藤主任主事 

中讃保健福祉事務所：小倉中讃保健所長、長町次長、石田副主幹、林主任、田所主任 

西讃保健福祉事務所：河田西讃保健福祉事務所次長、大平課長、永原副主幹、秀野副主幹 

 【傍聴者】 

   13 名 

 

４ 議事録 

１）開 会 

  星川医療調整監挨拶 

 

２）議題 

 

（１）再検証対象医療機関の公表について 

   資料３－１、３－２、３－３に基づき事務局から説明 

 

（議長） 

当初の厚生労働省の資料の説明では、再編統合を行わない場合は今年の３月末まで、再

編統合を行う場合は、今年の 9 月末までに報告するとされていたと思いますが、今回の通

知ではその辺りは触れられていないということです。国から提供されている、民間医療機

関の実績内容についての資料は非公開というふうに言われているようです。国の再検証に

対するスケジュールとか、その態度が少し変わってきたと思います。 

そういう国の変化を踏まえて、どのようにして再検証を進めていくのか、それについて、

県の考え方はいかがでしょうか。 

 

（事務局） 

この後の議題にもございますが、対象医療機関の再検証に係る今後の国への報告に関し

まして、今回の厚生労働省の対応は、先ほど御説明させていただきました通知への対応と

いうことで、補足して御説明させていただきたいと思います。 

当初、この調整会議の中でも御説明させていただきました、国の説明や資料では、再編

統合を伴わない場合は、今年 3 月末までに、また再編統合を伴う場合は、今年の 9 月末ま

でに、対応方針を報告するということを言われておりました。 

国が示しております、具体的対応方針として、再編統合とは、ということで、医療の効

率化の観点から、ダウンサイジングや機能の分化、また近隣医療機関との相互連携の強化

などを念頭に、検討を進めることが重要であり、このすべての選択肢が、再編統合に含ま
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れる、と解するという記載がされておりまして、これまで国が開催した説明会においても

同様の説明がされていたと記憶しております。 

これから御協議していただきます再検証の内容につきましては、これまでの病院の再編

成への取り組み、また、過去にも行っている相互連携の強化など、国の説明に沿った内容

であると考えておりまして、再検証対象となった医療機関に対する地域住民でありますと

か、医療スタッフの不安等を考慮いたしまして、今年度最後となる今回の調整会議で御議

論いただき、同意をいただければ、速やかに厚生労働省の方にその検証結果を報告しよう

と考えておりました。 

しかしながら、先ほど御説明いたしました通り、今般の通知につきましては、報告期限

というのが明確に記載されていない、ということや、その報告の様式等も、示されていな

い、という状況でございます。また、今回国から今後の議論のために、各都道府県で確認

をするよう依頼がございました、民間医療機関の診療実績のデータの資料につきましても、 

データの確定が 3 月末以降となるということで、今年度以降はこのデータを使っての会議

は非公開という形で伺っている状況でございます。 

そのため、東部区域の調整会議でも、御説明を差し上げ御了解いただいたのですが、対

象とされていました、再検証の内容につきまして、本日の会議で、一旦、西部構想区域調

整会議としての整理をさせていただきまして、これらの報告につきましては、他県の協議、

審議状況、また報告のタイミング、今後、国から発出されるかもわかりませんが、その通

知等、そういった状況も踏まえながら、適切に、その報告のタイミングというものを計っ

ていきたいと考えております。以上でございます。 

 

（議長） 

最初に、再編統合を伴わない場合は 3 月末までに結論を出す、ということだったようで

すが、後から出た通知では その辺りは書いていないということで、我々も今回のこの会

での議論の結論をどのようにすれば良いか、ということでございます。結論をまとめて提

出するわけですが、他県の報告の状況やタイミングというものがあると思いますので、そ

れに関しては、タイミングを見計らって出す。以前 3 月末までと言われていたので今日の

結果をすぐに出す、ということではなく、他県の状況とか、今後の良いタイミングで出し

たいということです。 

どうでしょうか皆さん これに対して御意見はありますでしょうか。 

これで良いかと思います。 

報告のあり方についても色々な御意見がありますので、その再検証の内容について協議

する必要もございます。議題 2 の再検証対象医療機関に係る再検証について、の説明を聞

いてまた、御意見を伺いたいと思います。 

 

（２）再検証対象医療機関に係る再検証について 

   資料４－１に基づき事務局から説明 

 

（議長） 

実際に実績調査をすれば、国が求めている病床数に非常に近づいているということでご

ざいます。 

この構想区では再検証が必要だといわれている滝宮総合病院ですが、資料を作成してい

ただいているということですので、滝宮総合病院から説明いただきます。 

 

（委員） 

資料４－２に基づき 滝宮総合病院説明 
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（議長） 

滝宮総合病院からお話しがございました。滝宮総合病院は周辺の公的病院からかなり距

離がある、県下でもいち早く PET を入れて放射線治療に取り組んでいる、ということで、

非常に特徴のある治療をしていますし、他の病院との連携も進んでいる、ということでご

ざいます。 

今の説明に対しまして、委員の方から御意見、御質問ありましたらいかがでしょうか。 

滝宮総合病院として、今までどおり特徴のある治療を続けて、周辺の医療機関とも連携し

てやってほしい、ということでよろしいでしょうか。 

先程の県の再検証の内容や今の滝宮総合病院の資料をどういう形で国へ報告するのか、

県の方でまとめていただいて、その出すタイミングですが、先程言いましたように、国が

はっきりした態度を示していない状態です。ただ、報告しないことで不都合が起きたり、

国から新たに通知が出されることで早急な報告が必要だ、となれば、今の検証の内容を報

告するということでよろしいでしょうか。ということですので、県としても今の意見を踏

まえて国にいつでも出せる体制だけは作っておいて、そのタイミングを見計らって提出い

ただきたいと思います。 

他に何か今の滝宮総合病院について、御意見、御質問はございますか。 

 

（３）香川県外来医療計画（案）について 

   資料５に基づき事務局から説明 

 

（議長） 

ただ今の事務局の、説明に関して何かございますでしょうか。 

有床診療所はある程度開業に対しての制限がございますが、無床診療所は保健所の届出で

済む、ということで、我々が制限を加えることはできない。お願いとして、開業するのであ

れば、その地域で不足する機能、例えば在宅、救急、小児、産科をお願いして、対応してい

ただく。他の医療機関との連携をお願いする。医療機器の共同利用をお願いする。という形

で開業していただく、という説明だったと思いますけれども、こういう形でよろしいでしょ

うか。協議会の意見として県に外来医療計画をまとめていただくということにしようかと思

います。 

予定しておりました議題は以上になりますが、せっかくの機会ですので委員の方から何か

他に御意見ございますでしょうか。 

 

（アドバイザー） 

昨年 9 月に発表された、県内 4 病院の再編計画について、協議会で議論したところですが、

厚生労働省は最初から、検証する、再編統合する、という言葉がありましたが、それに対し

て、ゼロ回答ということになるわけです。現状のまま回答するということで、これはこの会

議で承認したのでこれで良いと思いますが、厚生労働省への文書の提出の様式や書き方がま

だ、ということで、県は書き方を良く検討していただきたいと思います。 

香川県としては、昨年９月の厚労省の病院名の発表の前から、何回も県全体の 2025 年に

向けた機能別病床数について検討し、既に、随分進んでいたということが一点。 

もう一点は、今日の議題で重要なことですが、今まで病棟単位で出していた病床数を病床

単位で実績を出すと、2025 年の予定病床数に近い状況になるというわけで、この説得力は凄

いと思いますのでその一点。この 2 点を是非大きくアピールしていただきたい。 

その後、各病院で再編にともなう病床機能の変化等を記載していけば良いのではないかと、

私はアドバイザーという立場で、県には考えていただきたいと思いますのでよろしくお願い

します。 
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（議長） 

ありがとうございました。県もそういう点に注意して厚生労働省に返答を書いていただき

たいと思います。 

確かに、実績を検討すると厚生労働省が言っている数に近づいてくるので、最終的にはそ

ういう数になると思います。 

そもそも再検証病院を公表したのは、この地域医療構想会議を活性化したい、という国の

方針でしたので、他の地域と比べて香川県のこの会議は非常に活発で同じ理解が進んでいる

ので、非常に活発化された会議であると書いていただきたい。今後とも委員の方には活発な

御意見をいただきたいと思います。 

以上で会議を終了したいと思います。本日はありがとうございました。 


